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研究成果の概要（和文）：吃音のある子どもが自己の吃音と上手く折り合い、自己肯定感を培っ

ていくために、子どもが吃音及び自己について、どんなことをどのように学んでいけばよいの

かを明らかにすることを目的に、文献研究、聞き取り調査、事例研究を行い、総合的に検討・

考察した。その結果、学習の視点（吃音についての基礎知識、吃音者とその暮らしについての

情報、自分自身の吃音についての探究等）、具体的実践方法、実践において教師に求められるこ

と、等についての知見が整理された。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify the content and the method of 
the learning about stuttering and oneself to cultivate the self-esteem of children who 
stutter.  In this study, the review study, the interview survey, and the case study were 
performed, and those were considered overall.  As a result, “the viewpoint of learning” (for 
example, “basic knowledge about stuttering”, “information about the life of adults who 
stutter”, and “the feature of own stuttering”), “learning method”, and “the teacher’s 
requirements”, etc. were done clearly.  
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１． 研究開始当初の背景 
(1) 障害のある子どもの教育・支援をめぐる
諸研究には、個々の病理学的、生理学的、心
理学的特徴を明らかにすること、さらにはそ
れに基づき、個々の障害の改善、能力の向上
を目指した指導方法等の開発を目標にした
ものが多い。こうした研究がなされる意義は
大きいが、実際には個々の子どもはそのよう
な病理学的、生理学的、心理学的特徴を有し

ながら、家庭・学校・地域等、周囲との関係
の中で暮らしており、その中で様々な問題を
抱え込んでいる。従って、障害のある子ども
への教育・支援に関しては、個の障害・特徴
の解明とともに、そのような特徴を有する個
が、周囲の中でどう生きているか、暮らして
いるかにも目を向け、問題解決の糸口を見つ
けることが必要であるが、現状ではこの観点
からのアプローチはほとんど見られない。 
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 こうした中で、研究代表者らはこれまでに、
障害があっても暮らしにくさを払拭し、充実
した暮らしを実現することに向けての教
育・支援が重要であるとの観点から、主に言
語障害のある子どもを対象に、通級指導教室
における、日々の暮らしの充実等を目指した
支援の観点や教育実践の試みを検討してき
た。その中の一つとして注目されたのは、子
どもの自己性、自己肯定感を育む支援であっ
た。 
 
(2) 言語障害は症状が治癒する可能性も、生
涯、症状を持ち続ける可能性もある障害であ
る。とりわけ吃音については治癒する可能性
もあるものの、原因も未解明であり、確実に
症状を改善させる方法は見いだされていな
い。従って吃音のある子どもや保護者にとっ
ては、症状の改善、受容等、障害に立ち向か
う態度が決まりにくく、精神的にも揺れやす
い。また、吃音は話すことそのものの不便さ
ばかりでなく、話すことへの不安、人や社会
への恐怖、自己否定等、吃音があることによ
って生じる問題を抱えることも、それが人生
を左右する問題につながることも少なくな
い。このような現状においては、吃音の科学
的な原因究明や、治療法の開発に向けての研
究が進められる一方で、子どもが吃音と上手
く折り合い、つき合い、自己を保っていくた
めの支援の在り方を研究することも重要と
考えられる。 
 
(3) 以上を踏まえて、研究代表者らは、吃音
のある子どもの自己肯定感を支えるための
教育実践の視点を検討し、その一つとして、
子どもが自らの吃音や自己について学んで
いくことの必要性を浮き彫りにした。そして、
子ども自身が吃音の特徴などを学習するこ
とで、吃音と上手く折り合い、自己を支えて
いくことの実践的検討がいくつか試みられ
てきたが、子どもの状況に応じて、何を、ど
のように学んでいけばよいのかは見えてい
ない現状であった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、上記の背景に鑑み、吃音
のある子どもが自己の吃音と上手く折り合
い、自己肯定感を培っていくために、子ども
が個々の状況に応じて、吃音及び自己につい
て、どんなことをどのように学んでいけばよ
いのか、その指標・内容を明らかにし、指導・
支援の方法、学習プログラムを検討・構築す
ることである。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、文献研究、聞き取りによる調
査研究、実践研究を関連させ総合的に検討・
考察する。具体的には以下の通りである。 

(1)これまでの吃音研究を収集・概観し、吃
音及び吃音臨床に関する情報の整理を進め
るとともに、とりわけ、子どもの吃音理解、
自己意識を取り上げている研究、実践報告を
収集し、知見を検討・整理する 
 
(2)成人の吃音者に対して、これまでの生活
体験、吃音に対する思い、吃音についての必
要な情報、学齢期に知っておくべき知識等に
ついて聞き取り調査を行い整理する。 
 
(3)言語障害通級指導教室担当教員に対して、
吃音のある子どもへの指導の考え方、子ども
の吃音理解・自己理解に向けての支援、指導
内容、実践例等について聞き取り調査を行い
整理する。 
 
(4)吃音のある子どもの保護者から、吃音に
ついての思いなどを収集する。 
 
(5)以上を検討し、子どもの自己理解・吃音
理解に向けた実践の在り方を検討する。 
 
(6)言語障害通級指導教室担当教員と連携し、
継続的な実践研究と、実践事例の収集を行う。 
 
(7)総合的に考察し、吃音のある子どもが吃
音や自己について学ぶための指標・内容を整
理する。 
 
４．研究成果 
(1)子どもが吃音について知る、学ぶための
視点について、文献研究、聞き取り調査、及
び実践研究の検討から、吃音についての基礎
知識（吃音そのものについての一般的知識）、
吃音者とその暮らしについての情報（実際に
吃音のある人がどのように生きているか、生
活しているかといった観点からの情報）、自
分自身の吃音についての探究（自分自身の吃
音についての振り返りや見つめなおし）、の
三つの視点に整理された。以下にそれぞれの
内容例も含めて示す。 
 
①吃音についての基礎知識 
・「吃音」ということば 
・症状の種類 
・吃音の波 
・これまでに考えられた原因 
・有症率 
・性差 
・発吃の時期 
・これまでに試みられた治療法 
・分かっている吃音の特徴 
・吃音についての間違った情報 

等 
 

②吃音者とその暮らしについての情報 



 

 

・吃音の有名人 
・吃音の人の職業 
・吃音の人の集まり 
・吃音の人がしている工夫 
・様々な吃音の人の考え方、生き方 
・様々な吃音の人の体験談 

   等 
 

③自分自身の吃音についての探究 
・自分の吃音のタイプ 
・症状が出やすい条件 
・苦手な場面・得意な場面 
・苦手なことば・得意なことば 
・症状が出ているときの身体の状態や気持ち 
・自分の吃音の不思議な点 
・様々な場面・状況の想定 
・どもることをどう考えるか 
・日常生活場面での自分の行動と気持ち 
・人とのつき合い 
・吃音を意識するとき、忘れるとき 

  等 
 
(2)上記の内容に取り組むこと、すなわち子
どもが吃音について知る、学ぶための方法と
して、実践的検討を通して、以下のような例
が整理された。 
・ワークシートによる学習 
・録音を利用した吃音の特徴を知る学習 
・様々な話し方を試みることによる学習 
・言語関係図（症状、周囲の反応や態度、自

分自身の気持ちの状況とそれぞれの関係）
による学習 

・自分の話し方や、自分の気持ちを図や表に
表す学習 

・短歌、詩、作文に表現することによる学習 
・小集団による子ども相互の吃音についての

考えに触れる学習（気持ちをカードに書き
報告し合う、様々なことを話し合う、等） 

・ロールプレイや演劇による学習 
・他者の悩みや困りごとを考える学習 
・クイズ形式による学習 
・ゲーム形式による学習 
・吃音者が登場する物語や絵本による学習 
・日常場面での対応を考える学習   

等 
 
(3)上記の取り組みの実践的検討の中で、自
分についての学び、自己理解は、一緒に学ぶ
相手（教師）に影響されること、自分自身に
対する見方の変換が重要なことが示唆され
た。また、実践を行っていく上で、他の吃音
のある子ども、すなわち他者（仲間）の存在、
他者（仲間）との出逢い、つながり、語り合
いが、自分についての学び、自己理解を支え
る一要素となることも考察された。 
 
(4)数事例の継続的な実践研究を通して、子

どもが吃音について知る、学ぶことに向けて
上記を実践する上で、担当教師に求められる
事柄も示唆された。子どもの自己理解、吃音
理解は、一緒に学ぶ教師に影響されることか
ら、子どもと関わる教師の側が、吃音、吃音
のある子ども、子どもが吃音と向き合うこと、
等と向き合えているか、すなわち教師自身の
吃音観や、教師自身の自己との向き合い方が
問われること。もう一つは、子どもが様々な
吃音に関する知識や情報を学ぶ上で、教師自
身が周囲とのつながりや、吃音や吃音者に関
する情報をいかに持っているかが問われる
ということである。これらは、教師自身が、
吃音や、吃音のある人の暮らしや生き方、自
分自身について、子どもと共に学び続けてい
くことの重要性を示している。 
 
(5)以上の本研究の成果は、言語障害通級指
導教室担当教員が活用できる、子どもが吃音
や自己について学ぶための手がかりとなる
事例及び論考からなる冊子として編集・刊行
した。成果が各地の言語障害通級指導教室等
で活用され、吃音のある子どもが吃音につい
て、そして自らの吃音について学び、自己を
上手く見つめることにつながっていくこと
を期待すると同時に、各地での実践の蓄積に
より内容や方法の一層の充実を図りたい。 
  
(6)障害のある子どもの教育・支援において、
個の状態の把握、能力の向上、症状の改善を
目指したアプローチは、国内外で数多く取り
組まれている。しかし、障害を抱えながら暮
らすことによって生じる問題へのアプロー
チ、すなわち障害があっても充実した暮らし
をしていく、障害を抱えながら生きていくこ
とを支える視点でのアプローチは未だ数少
ない。 
とりわけ吃音に関しては治癒の可能性も

あり得ることから、原因やメカニズムの解明、
症状の治癒・軽減に向けての実践・研究は多
くなされている。しかし現状では吃音の解明
は簡単なことではなく、吃音のある子ども、
人が、吃音に翻弄される状況への手だてとし
て、吃音と上手く向き合い、折り合い、自己
を保っていくことを支えるという視点での
取り組みは意味あることと考えられる。本研
究は吃音そのものへの対処というより、吃音
があることによって生じる問題をいかに解
消していくかという視点に立つものである。 
 吃音のある人が吃音と上手く向き合って
いく、折り合っていくためには、吃音や、自
己の吃音のことをよく知っていくことが重
要であり、本研究ではそのための学習の指標
を示した。本研究は、子どもや教師が吃音を
恐れず吃音と向き合っていく実践、吃音への
支援をめぐる議論、等の活性化を促す可能性
がある。また、自己を知る、自己を学ぶとい



 

 

う視点は、吃音のみならず発達障害等、他の
障害に関わる取り組みにも示唆を与えるこ
とも考えられる。 
 
(7)本研究においては、吃音のある子どもが
吃音や自己の吃音について学習する際の、指
導・支援の内容・方法の検討という点に関し
ては、一定の成果が得られたと考えられるが、
学習支援プログラムという意味では課題も
残された。今後、子どもの発達段階や個々の
様々な状況も加味しつつ、指導・支援の内
容・方法の体系化を進めることが重要と考え
る。 
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